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今年度の北方領土復帰期成同盟主催『北方領土教育研究セミナー』開催内容が決まりま

した｡

今年度は､上川地区社会科連盟のご支援をいただき､会場は　富良野市立富良野小学校

です｡

◎日　時10月28日(衣) 13時15分～16時30分

◎会　場　富良野市立富良野小学校

◎授　業　富良野小学校4年　授業者;佐々木智史先生

詳しくは別紙同封の開催案内をご覧ください｡

参加申込用紙も同封しますので､ぜひご参加ください｡

必要であれば当該学校長宛に研修会参加依頼の文書を提出もします｡ご一報ください｡

今回で6回目の開催となりますム

いよいよ全道での北方領土教育充実-の期待が高まってきています｡道教委も重点課

題の一つとして取り組みを強化しています｡

各学校での実践が求められてきています｡セミナーに参加し､きっかけにしていただ

きたいと考えています｡
■■■●●●●●●●■●●■●■●●●■■■●■●■■●■■■■●●■■■■ ■●■■●■●●●●●■●■■■t

根室管内北方領土学習研究会主催の円は戸額土学習研究大会』の開催日も決まりました.

◇平成21年12月10日(木)

◇会場;中標津町立中標津中学校

今年度で26回目を数える全国唯一のJuF領土学習の研究大会ですi

こちらも参加要項が決定次第､会員の皆様にご案内しますム参加をご検討ください｡

◆登録会員が80名に増えました｡今年度から高校の先生にも参加を呼びかけますが､

既に2名の先生が登録しました｡高校の実践例も紹介できればと思っています｡

◆会員の皆様の実践例や考えていることをぜひお寄せください｡
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北方領土問題青少年･教育指道T者現地研修会歯舞中とニ･ホ･ロで始まる

全国から110人が参加

t一日HLcB.
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独立行政法人北方簡土間
題対策協会(東京)主催の今年度北方領土問題青少年･教育指導者現地研修会が十三､十四の二日間の日程で歯舞中学校と北方四島交流センター(ニ･ホ･ロ)で始まった｡

全国の中学･高校生El十
八人､地元の中学生九人､教育指導者は全国各都道府県から四十五人､政令都市から十七人'教輸九人､北

万頃土間題対策協会からの出席を含めて総勢百四十人が参加した｡
初日の十三日午前九時か

ら歯舞中学校会場で実施した研修会に先立ち､合同開会式では主催者の間瀬雅晴理事長､来賓の長斧川俊輔市長があいさつ｡この中で同市長は､根室市の紹介を兼ねて北方領土間居の現状などにも触れながら｢原点の地で領土閉居の理解と扱

織を深めてほしい｡同時に､研修への参加を機会に返還運動の輪が広がることを期待します｣と述べ､激励した｡

また､間瀬理事長は｢運
動原点の地でしっかり学んでほしい｣と述べた｡

続いて､嵩校生は､地
元中高校生との交流としてレクリェ-ション｡北方領土毒講座では､根室高校の｢北方領土根室研究同好
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会｣の三人の高校生がクイズ方式で四島の基礎について出題｡クイズは十問で､基礎を学んだ｡
一方､別会場では遭北方

領土教育者会鵠事務局長の携帯英三さん(別海町･西春別中学校長)が｢根室支庁管内における北方領土教育の取り組み｣をテーマに

雑誌LLJ｡｢固有の領土として理解させる必要性｣など､現在管内で進められている北方領土学習について紳話した.
さらに､熊本県北方領土

問題教育者会親副会長の井出正昭さん(熊本市立日吉中学校教頭)が｢北方領土問題教育者会戦の活動と実

･〇〇〇〇〇〇〇〇〇書中‡〇〇〇や書や〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇書中●

践取り組みについて｣をテーマに耕話した｡
この後､元島民の体験故

として'歯舞群島の勇留鳥出身の高橋孝志さん(北方四島交流センター専門員)

開会式に参加した全国からの青少年､教育関係者らが
荒した研修会=歯舞中学

校でが在島当時の島の様子と望

郷への思いやビザなし交流への参加などで見た最近の四鼻の様子などについて話した｡また､地元中学生の弁論発表も行われ'啓雲中学校二年の高岡真梨子さん､根室高校二年の石井裕太さんが発表した｡
午後からは昨年度教育関

係者･青少年の訪問団として参加しLJ長野県立歴史館学芸部の下育郎専門主事が｢国後島を坊間して｣とのテーマで報告をした｡
また､納沙布岬へ移動､

北方館や望郷の家を見学したほか､北方領土模擬授業が三グループに分かれて行われた｡根室市の海星中学校の平田直之教輪が第二グループの｢歴史｣を担当した｡

あす二日目の十四日の研
修会は北方領土壁新聞づくり､授業成案づくりを行う｡

(三船)


